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日本語有対自他動詞の語形ᘧ的類型性 
㸫終止形活用語尾［-eru］自動詞と［-asu］他動詞を中心に㸫 

 
小池 康 

 

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 

 本✏は、小池（2018、2019）でᥦ示された、࣌࢔となる動詞を有する自動詞と他動詞

（௨下「有対自他動詞」と࿧ࡪ）を形ᘧ的なඹ㏻性よࡾ஑つの型に分類したࡶの（表１）

を基に、そのうࡕのタイプմ・յ・ոについて、ྛタイプの≉ᚩやタイプ間の㐃⥆性と・

ᕪ␗性について考察するࡶのである。 

 表１は有対自他動詞を㐃用形活用語尾の形ᘧよࡾ類型化したࡶのである。たとࡤ࠼タイ

プճ［-i／-e］［*1］では「㛤く／㛤ける」の㐃用形が「㛤࣐ࡁス ak-i-masu／㛤け࣐ス ak-e-

masu」のように i と e の㒊分のࡳで自他が対❧していることを示している。ྠᵝに、タイ

プմ［-e／-i］では「๭れる／๭る」の㐃用形が「๭れ࣐ス war-i-masu／๭࣐ࡾス war-e-

masu」のように e と i の㒊分のࡳが␗なࡾ、その点でのࡳ自他が対❧していることを表ࢃ 

している。 

⾲㸯 ᭷ᑐ⮬௚ືモ㸦㐃⏝ᙧά⏝ㄒᑿ㸧ࡢᙧᘧⓗࣉ࢖ࢱ 

例 自動詞 他動詞 例

① 合わさる、刺さる、掴まる、繋がる、はさまる -i 合わす、刺す、掴む、繋ぐ、はさむ

②
上がる、当たる、合わさる、重なる、変わる、
決まる、混ざる、見つかる、横たわる -e

上げる、当てる、合わせる、重ねる、変える、
決める、混ぜる、見つける、横たえる

③
開く、浮かぶ、片付く、苦しむ、進む、育つ、
揃う、立つ、並ぶ -i -e

開ける、浮かべる、片付ける、苦しめる、
進める、育てる、揃える、立てる、並べる

④
売れる、欠ける、切れる、砕ける、知れる、
取れる、ほどける、焼ける、破れる、割れる -e -i

売る、欠く、切る、砕く、知る、取る、ほどく、
焼く、破る、割る

⑤
荒れる、焦げる、冷める、出る、溶ける
／冷える、増える、燃える -e -asi

荒らす、焦がす、冷ます、出す、溶かす
／冷やす、増やす、燃やす

⑥
現われる、隠れる、こぼれる、壊れる、
流れる、離れる、乱れる、蒸れる、よごれる -re

現わす、隠す、こぼす、壊す、流す、離す、
乱す、蒸す、よごす

⑦
起こる、転がる、散らかる、通る、なおる、
濁る、残る、ひたる、回る、戻る、渡る -ri

起こす、転がす、散らかす、通す、なおす、
濁す、残す、ひたす、回す、戻す、渡す

⑧
乾く、飛ぶ、鳴る、減る／生きる、閉じる、
伸びる -asi

乾かす、飛ばす、鳴らす、減らす
／生かす、閉ざす、伸ばす

⑨ 起きる、落ちる、降りる、滅びる -osi 起こす、落とす、降ろす、滅ぼす

-ari

-si

-i
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 ➹⪅は小池（2018）において、タイプճとմのẚ㍑、そしてճと②との㐃⥆性およࡧմ

とյとの㐃⥆性について考察した。また、小池（2019）ではタイプ間でඹ㏻の形ᘧを有す

るタイプձ㹼ճを対㇟に、動詞の古形の影㡪の有↓およࡧ接辞 er と ar のẚ㍑よࡾ考察を

ຍ࠼た。 

 本✏で対㇟とするタイプմ・յ・ոの形ᘧ的な≉ᚩは௨下のようになる。 

 

  タイプմ：自動詞㐃用形［-e］（終止形［-eru］）／他動詞［-i］（終止形［-u］） 

  タイプյ：自動詞㐃用形［-e］（終止形［-eru］）／他動詞［-asi］（終止形［-asu］） 

  タイプո：自動詞㐃用形［-i］（終止形［-u］） ／他動詞［-asi］（終止形［-asu］） 

 

 タイプմとյは自動詞形が［-e］（終止形［-eru］）になる点でඹ㏻しておࡾ、またタイプ

յとոは他動詞形が［-asi］（終止形［-asu］）になる点でඹ㏻している（表㸰ཧ↷）。 

 

 このようにして見ると、タイプմ・յ・ո間にはఱかしらの㐃⥆性があるように見ཷけ

られる。そこで、まࡎタイプմとյの関㐃性とᕪ␗性を考察し、ḟいでタイプյとոの関

㐃性とᕪ␗性について考察する。そして、᭱ᚋにタイプյの≉␗性について述࡭る。 

 

㸰㸬ࣉ࢖ࢱ㛫ࡢ㛵㐃ᛶ 

���㸬ࣉ࢖ࢱմ࡜յࡢ㛵㐃ᛶ 

�����㸬ࣉ࢖ࢱմ࡜յࡢព࿡ⓗ࡞␗ྠ 

 タイプմとյは自動詞形がඹに［-e］（終止形［-eru］）になる点でඹ㏻している。୍᪉の

他動詞は、タイプմでは［-i］（終止形［-u］）となࡾ、タイプյでは［-asi］（終止形［-

asu］）となる。ྛタイプのලయ的な語例は下ᥖの㏻ࡾ（終止形表示［*2］）。 

 

࠙タイプմ［-e／-i］（終止形［-eru／-u］）の動詞ࠚ 

኎れる／኎る、ࡄ࠼れる／ࡄ࠼る、ᢡれる／ᢡる、Ḟける／Ḟく、ษれる／ษる、 

くじける／くじく、○ける／○く、๐れる／๐る、⿣ける／⿣く、知れる／知る、 

⾲㸰 ࣉ࢖ࢱմ࣭յ࣭ոࡢ᭷ᑐ⮬௚ືモࡢᙧᘧⓗࣉ࢖ࢱ 

例 自動詞 他動詞 例

④
売れる、欠ける、切れる、砕ける、知れる、
取れる、ほどける、焼ける、破れる、割れる -i

売る、欠く、切る、砕く、知る、取る、ほどく、
焼く、破る、割る

⑤
荒れる、焦げる、冷める、出る、溶ける
／冷える、増える、燃える

荒らす、焦がす、冷ます、出す、溶かす
／冷やす、増やす、燃やす

⑧
乾く、飛ぶ、鳴る、減る／生きる、閉じる、
伸びる -i

乾かす、飛ばす、鳴らす、減らす
／生かす、閉ざす、伸ばす

-e

-asi
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᧿れる／᧿る、そࡆる／そࡄ、⅕ける／⅕く、つれる（㔮・ྞ）／つる、とける

（⁐・解）／とく、ྲྀれる／ྲྀる、ᢤける／ᢤく、⬺ࡆる／⬺ࡡ、ࡄじれる／ࡡじ 

る、๤ࡆる／๤ࡄ、ひらける／ひらく、᣺れる／᣺る、࡝࡯ける／࡝࡯く、むける 

／むく、まくれる／まくる、ࡵくれる／ࡵくる、ࡆࡶる／ࡄࡶ、↝ける／↝く、 

◚れる／◚る、よじれる／よじる、๭れる／๭る 

 

࠙タイプյ［-e／-(y)asi］（終止形［-eru／-(y)asu］）の動詞［3*］ࠚ 

明ける／明かす、Ⲩれる／Ⲩらす、⒵࠼る／⒵やす、Ḟける／Ḟかす、⫧࠼る／ 

⫧やす、↔ࡆる／↔がす、さࡵる（෭・ぬ）／さます、ࡎれる／ࡎらす、⤯࠼る／ 

⤯やす、ᆶれる／ᆶらす、出る／出す、とける（⁐・解）／とかす、生࠼る／生や

す、๤ࡆる／๤がす、化ける／化かす、はれる（ᬕ・⭘）／はらす、ࡤれる／ࡤら

す、෭࠼る／෭やす、増࠼る／増やす、㈇ける／㈇かす、蒸れる／蒸らす、⇞࠼る／

⇞やす、₃れる／₃らす 

 

 タイプմとյは、有対自他動詞において語形が▷い᪉が「基本形」［*4］になるという考࠼

から見ると、タイプմは他動詞（終止形でのẚ㍑）、タイプյは自動詞（㐃用形でのẚ

㍑）が基本形になる（小池 2018）。 

 意味の点では、タイプմの他動詞は＜እ的影㡪による表㠃的な変形性（「◚ቯ性」ྵࡶ

む）＞を表ࢃす動詞［*5］と言࠼る。୍᪉のタイプյの自動詞は＜自Ⓨ的自ᕫ᏶⤖的な変

化＞を表ࢃす動詞と言࠼、そこに＜㹟㸬୺యの意ᚿにかかࢃらない変化＞と＜㹠㸬表㠃的

な変化＞の཮᪉ࡶしくはいࡎれか୍᪉の下఩≉性をྵࢇでいるࡶのと考࠼る。たとࡤ࠼、

୺యの意ᚿとは関係のࡶれࡎは、い࡝な「れるࡎ、る（෭・ぬ）、ᆶれるࡵる、さࡆ↔」

ない変化を表ࢃしておࡾ、かつその変化は表㠃的（どぬやゐぬな࡝のឤぬに基࡙くุ᩿が

ྍ⬟）であると言࠼る［*6］。୍᪉、「化ける」は、「⚾がṚࡔࢇら化けて出てやる」のよう

に、୺యの意ᚿ的な変化と認ࡵられるሙྜࡶある点で㹠のࡳをྵࢇでいる例と言࠼る。 

 

�����㸬ࣉ࢖ࢱմյ㐃㛵࣌࢔ 

 形ែ的な㠃からタイプմとյを見ると、自動詞をྠ形として཮᪉のタイプに出現してい

る動詞（๓㡫のࣜスࢺでἼ⥺で示した動詞）がある。本✏ではこれらの動詞࣌࢔を小池

（2019）にೌって「タイプմյ㐃関࣌࢔」と࿧ࡪ。まࡎはこのタイプմյ㐃関࣌࢔よࡾ、

それࡒれのタイプの≉ᚩを明らかにするᡭ᥃かࡾを᥈ってࡳることにする。 

 

࠙タイプմյ㐃関࣌ࠚ࢔ 

  タイプմ：Ḟける／Ḟく、 とける／とく、 ๤ࡆる／๤ࡄ 

  タイプյ：Ḟける／Ḟかす、とける／とかす、๤ࡆる／๤がす 
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 これらの࣌࢔は୍つの自動詞に対して二つの他動詞を持つという点で形ែ的な対ᛂ関係

が認ࡵられると言࠼るが、その୍᪉で意味的に見ると、両タイプの他動詞間に類⩏関係が

認ࡵられるሙྜࡶあれࡤ、それが認ࡵられないሙྜࡶある。 

 ๓⪅の例としては「（๤ࡆる／）๤ࡄ・๤がす」がᣲࡆられる。タイプմ他動詞「๤

ࡔឤじられないのではないࡾとタイプյ他動詞「๤がす」の間で、意味の㐪いはあま「ࡄ

ろうか。 

 

  1) a ቨのシ࣮ࣝが๤ࡆる（タイプմյ自動詞） 

   b （太郎が）ቨのシ࣮ࣝを๤ࡄ （タイプմ他動詞） 

   c （太郎が）ቨのシ࣮ࣝを๤がす（タイプյ他動詞） 

 

 1a は自↛に（㠀意ᅗ的に）シ࣮ࣝがྲྀれるさまをᥥ෗している点で、自動詞の≉ᚩ的な

意味である＜自Ⓨ的自ᕫ᏶⤖的な変化＞を表ࢃしていると言࠼る。୍᪉の他動詞を用いた

1b と 1c は、ヰ⪅の意ᅗ的なാࡁかけによってシ࣮ࣝをྲྀる⾜Ⅽを表ࢃしている点でྠ⩏

（類⩏）になっていると言࠼る［*7］。 

 ḟに「とける／とく・とかす」は、ᙜてる₎Ꮠによࡾその用法が␗なる。₎Ꮠ「⁐」で

は、タイプմとյの他動詞間で意味の㐪いはあまࡾឤじられない（下例 2 の b と c）。 

 

  2) a ሷがỈに⁐ける（タイプմյ自動詞） 

   b （太郎が）ሷをỈに⁐く （タイプմ他動詞） 

   c （太郎が）ሷをỈに⁐かす（タイプյ他動詞） 

 

 いࡎれࡶ例 1 とྠじく、2a は自↛な（㠀意ᅗ的な）変化を、2b, c はఱらかの意ᅗ的なാ

 。る࠼していると言ࢃかけに㉳ᅉする変化を表ࡁ

 ୍᪉、「解」にヱᙜする下例 3 のሙྜ、3c は୙自↛になる（使役の意味として用いるሙ

ྜは⿕使役⪅を明示するᚲせがあるので、3c の成分ࡔけでは㠀文になる）。 

 

  3) a 太郎はᩘ学の㞴問がすらすら解ける（タイプմյ自動詞） 

   b 太郎がᩘ学の㞴問をすらすら解く （タイプմ他動詞） 

   c *太郎がᩘ学の㞴問をすらすら解かす（タイプյ他動詞） 

 

 ௨上は、タイプմとյの他動詞間で意味の類似性が認ࡵられる例であったが、これらに

対して、「Ḟける／Ḟく・Ḟかす」は、二✀の他動詞間（下例 4 の b と c）で意味的な類⩏

関係が認ࡵられないࡤかࡾか、4c のタイプյ他動詞「Ḟかす」の文は㠀文になる。 

 

  4) a  ࢝ࢵタ࣮のลがḞける（タイプմյ自動詞） 
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   b  ࢝ࢵタ࣮のลをḞいて、᪂しいลにする（タイプմ他動詞）［*8］ 

   c * ࢝ࢵタ࣮のลをḞかして、᪂しいลにする（タイプյ他動詞） 

 

 「Ḟかす」は、現⾜の用法では「㹼をḞかさない・Ḟかすことがでࡁない」な࡝のよう

にᡴᾘの形ᘧをకって用いられるというഴྥ［*9］があるたࡵ、ᐇ㉁的にはタイプյ他動詞

「Ḟかす」を有対自他動詞の࣌࢔の中に఩⨨࡙けることにはៅ㔜をᮇしたい。よって、本

✏では「Ḟかす」を考察対㇟からእし、タイプմに「Ḟける／Ḟく」の࣌࢔のࡳがᒓする

 。のとしてᢅうࡶ

 ௨上の考察よࡾ、本✏で対㇟とするタイプմյ㐃関࣌࢔は「とける／とく・とかす

（⁐）」と「๤ࡆる／๤ࡄ・๤がす」の二つとする。 

 さて、それࡒれの࣌࢔にྵまれる三つの語形の中で基本形と考࠼られるのはタイプմの

他動詞である。さらに、『日本国語大辞典』（⢭選版。௨下「日国」と表示する）によれ

タイプմյ、ࡾ自他両用であった。つまࡾであ「ࡄとく、๤」れࡒ語の古形はそれྛ、ࡤ

㐃関࣌࢔の語⩌は、タイプմ他動詞とྠ形の古形が基本形としてᏑᅾし、それがタイプմ

յ自動詞とタイプյ他動詞࡬と派生していったと考࠼られるのである（表㸱ཧ↷）［*10]。そ

して、この派生のὶれはᅗ１のようにࣔࣝࢹ化でࡁるであろう。（ᅗ１の◚⥺㒊は、現⾜

では⫼ᬒ化されていることを表ࢃす）。 
 
 

 

 

 ௨上よࡾ、タイプմյ㐃関࣌࢔よࡾ派生のὶれはồࡵられたが、では、そࡶそࡶ似たᶵ

⬟を持つはࡎの他動詞が、タイプմ他動詞［-u］とタイプյ他動詞［-asu］の二つの語形

としてేᏑしているのはなࡐなのࡔろうか。タイプմ他動詞［-u］の࡯かに（にຍ࠼て）

なࡐタイプյ他動詞［-asu］がでࡁたのであろうか。そこには࡝のような意味の㐪いが認

 。られるのであろうかࡵ

 

�����㸬ࣉ࢖ࢱմ௚ືモ㹙-u㹛ࣉ࢖ࢱ࡜յ௚ືモ㹙-asu㹛 

 井上編（1983：24）では、「とく・とかす」について௨下の 5 と 6 の例文を示し、5 の

「ị」のように自↛に⁐けるࡶののሙྜは as を௜ຍした᪉がよく、㏫に 6 の「༸」のよう

に自↛には⁐けないࡶののሙྜは as はチされないとᣦ᦬している（表記は井上 1983 のཎ 

⾲㸱 ࣉ࢖ࢱմյ㐃㛵࣌ࡢ࢔ὴ⏕ࡢὶࢀ 

⮬ືモ ௚ືモ

㻌㻌とける

䚷䚷䚷とく、๤ぐ

䚷๤げる
䚷とかす、๤がす

䝍䜲䝥④

䝍䜲䝥⑤

他動詞 

（㸻古形） 

自動詞 

基本形［-u］ࠑ四段・下二ࠒ 

［-u］ࠑ஬段ࠒ（մ） ［-eru］ࠑ下୍ࠒ 
（մյ） ［-asu］ࠑ஬段ࠒ（յ） 

ᅗ㸯 ࣉ࢖ࢱմյ㐃㛵࣌ࡢ࢔ὴ⏕㐣⛬㸦௬ㄝ㸧 
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文㏻ࡾ）。 

 

  5) ẕはịを㹹*⁐いて・ ⁐かして㹻Ỉᯖにධれた。 

  6) ẕは༸を㹹 といて・*とかして㹻すましỒにධれた。 

 

 たしかに、「金ᒓをሷ㓟に㸫」のように、対㇟≀がゐ፹によࡾ自↛に⁐けるようなሙྜ

には「とかす」の᪉が㐺ษࡔとᛮࢃれるし、㏫に「∦ᰩ⢊をỈに㸫」のように、Ỉにධれ

たままでは自↛に⁐けない対㇟≀のሙྜには「とく」の᪉が㐺ษࡔとᛮࢃれる。その点

で、この井上の「とく・とかす」に関するㄝ明は㤳⫯でࡁる。 

 では、「๤ࡄ・๤がす」では࡝うであろうか。 

 

  7) 子౪がᐙලに㈞ࡾつけたシ࣮ࣝをጔが㹹๤いࡔӌ๤がした㹻。 

  8) 古いቨ⣬を㹹๤いでӌ๤がして㹻᪂しいቨ⣬を㈞った。 

  9) ⤎๰⭯を㹹๤いࡔらӌ๤がしたら㹻、まࡔ⾑が௜いていた。 

 

 いࡎれの例ࡶ「๤ࡄ」でࡶ「๤がす」でࡶチᐜされる表現ではあるとᛮࢃれるが、シ࣮

ࣝやቨ⣬、⤎๰⭯や࣏スタ࣮な࡝ேᕤ的に㈞௜されたࡶのは、㈞られた≧ែで㛗いᮇ間Ꮡ

⥆していくというよࡾは、いつかは自↛に๤がれⴠࡕるࡶのࡔという๓ᥦがあると考࠼ら

れる点で、「๤がす」の᪉が使ࢃれるのではないかとᛮࢃれる。 

 ௨上の考察を㋃ま࠼ると、タイプմյ㐃関࣌࢔の他動詞の᰿ᗏにある意味の㐪いとして

は、タイプմ他動詞［u］は＜自Ⓨ的には変化しない対㇟に対して、意ᅗ的にാࡁかけて

変化さࡏる＞意味を有していると言࠼そうである。この例としては、上述の「༸をとく」

の他にࡶ「ᩘ学の問題を解く」ࡶヱᙜすると考࠼られる。なお、「㹹シ࣮ࣝ、⤎๰⭯、ቨ

⣬）を๤ࡄ」とࡶ言࠼るが、これは対㇟を自Ⓨ的には変化しないࡶの、つまࡾఱらかのാ

のと見なしているということになる。୍᪉、タイプյ他動ࡶ๤がれないࡾかけがない㝈ࡁ

詞に見られる as は、「ịを⁐かす、シ࣮ࣝを๤がす」な࡝のように、＜自Ⓨ的に変化する

性㉁を持つ対㇟に意ᅗ的にാࡁかけて変化をಁ㐍さࡏる＞意味を持つ接辞と言࠼る。 

 この as に関するㄝ明は、影山（1996：195-196）の as に関するㄝ明とࡶ㏻ᗏしている。

影山は e と as［*11］の二つの接辞を、自動詞を他動詞に変᥮さࡏる「使役化接辞」とタᐃし

ている。௨下に、影山（1996）でᣲࡆられている例を本研究でのタイプとの対ᛂ関係をྵ

 。て示しておくࡵ

 

  e ：ᘓつЍᘓてる、㐍むЍ㐍ࡵる、୪ࡪЍ୪࡭る、ᩚうЍᩚ࠼る 

     （㸻タイプճ他動詞［-eru］）［*12］ 

  as：㬆るЍ㬆らす、㣕ࡪЍ㣕ࡤす、ῶるЍῶらす、஝くЍ஝かす、動くЍ動かす 

     （㸻タイプո他動詞［-asu］） 
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 らす、蒸れるЍ蒸らす（㸻タイプյ他動詞［-asu］）ࡎれるЍࡎ    

    ᯤれるЍᯤらす（㸻タイプእ：↓対自動詞の使役形）［*13］） 

 

 そして、e 他動詞は୺語を「意ᅗ的な動作୺［*14］」に≉ᐃするഴྥが見られる（例 10）

のに対し、as 他動詞は୺語を動作୺に㝈ᐃࡎࡏ出᮶஦や⾜Ⅽを表ࢃすྡ詞な࡝でྍࡶ⬟で

ある（例 11）点で≉ᚩ的であるとする（下ᥖの例はす࡭て影山 1996：196 よࡾ）。 

 

  10) a㹹 大ᕤさࢇが／*ᙼの持ࡕᐙ㢪ᮃが 㹻ᐙをᘓてた。 

    b㹹 子౪が／*㟁㌴の᣺動が 㹻▼を୪࡭た。 

    c㹹 ₯ỈⰄが／*?ⅆ⅏஦ᨾが 㹻ၟ⯪をỿࡵた。 

  11) a㹹 ᙼは／ 㞵が 㹻ചを⃿らした。 

    b㹹 子౪が／ ✺㢼が 㹻ࣛࣈンࢥをᦂらした。 

    c㹹 㐠㌿ᡭが／ ஦ᨾが 㹻㟁㌴を㐜らした。   

 

 そして、as について下記のように述࡭ている（p.198、Ἴ⥺は➹⪅）。 

 

 変化対㇟の本᮶的な性㉁によって≧ែ変化が㉳こるようなሙྜには、使役୺はその

対㇟の変化を補助ないしಁ㐍するാࡁを持つ。対㇟≀はࡶとࡶとそれ自యで変化する

ྍ⬟性があるのࡔから、使役୺はಶయでࡶ出᮶஦でࡶよい。これが-as-,-os-による使役

他動詞である。他᪉、変化対㇟がそれ自యでは変化しないࡶののሙྜは、変化を┤接

的にࡶたらす（ࢥン࣮ࣝࣟࢺする）ような使役୺がᚲせとなる。 

 

 ௨上の影山（1996）の考察をཧ考に、本✏ではタイプյ他動詞［-asu］の基本的な意味

を＜対㇟の変形・変㉁・ᵝែの変化をಁ㐍・補助するようにാࡁかける＞とつᐃする（語

例としては、Ⲩらす、↔がす、さます、⃿らす、ࡎらす、㈇かす、෭やす、増やす、⇞や

すな࡝）。 

 例ࡤ࠼「社㛗がேဨを増やす」は͆社㛗が㒊下に┤接ാࡁかけて、ேဨを現≧よࡶࡾ多

い≧ែになるようにಁ㐍する͇⾜Ⅽであࡾ、「㨶を↔がす」は͆ேがⅆという間接的なࣔ

ࣂイࣛ」、ࡔる。た࠼る≧ែになるようಁ㐍する͇⾜Ⅽであると言ࡆ↔を使って、㨶がࣀ

ࣝの࣒࣮ࢳを㈇かす」では、（このሙྜは「຾ࡕ㈇け」というᵝែの）変化の「ಁ㐍」を

表ࢃしているというよࡾは、͆ ࣛイࣝࣂの࣒࣮ࢳを㈇かした͇という「⤖ᯝ」を表ࢃして

いるように解釈される点で、＜⾜Ⅽ（変化）を᏶㐙する＞という意味ྵࡶまれるሙྜがあ

ると考࠼られる［*15］。たࡔし、この解釈のጇᙜ性については᭦なる考察がᚲせࡔとᛮࢃれ

るので、ここではᣦ᦬にとࡵ࡝ておく。 

 タイプմյ㐃関࣌࢔にᒓす「とかす、๤がす」については、上述の井上編（1976）を㋃

ま࠼、この基本⩏の「対㇟」にかかࢃる㒊分に＜自Ⓨ的に変化する（とヰ⪅が᝿ᐃする）
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性㉁を持つ対㇟に対して＞というไ⣙をకうࡶのとする。たࡔし、このไ⣙はあくまでࡶ

タイプմյ㐃関࣌࢔に㝈ᐃされたࡶのであࡾ、タイプյ他動詞にᩜ⾝することは㞴しいと

ᛮࢃれる。たとࡤ࠼「書Ჴの఩⨨をࡎらす」や「㒊ᒇをⲨらす」な࡝は、書Ჴや㒊ᒇは自

Ⓨ的にࡎれたࡾⲨれたࡾはしない。その点で、このไ⣙はあくまでࡶタイプմյ㐃関࣌࢔

に㝈ᐃされるࡶのと考࠼られる。 

 ୍᪉のタイプմ他動詞［-u］は、小池（2019）で述࡭た＜እ的影㡪による表㠃的な変形

性（「◚ቯ性」をྵࡶむ）＞を基に、まࡎ＜対㇟にാࡁかけて、その変形・変㉁・ᵝែの

変化・◚ቯを᏶㐙する＞とつᐃする［*16」（語例としては、኎る、ᢡる、ษる、⅕く、ྲྀ

る、⬺࡝࡯、ࡄく、↝く、◚る、๭るな࡝）。たとࡤ࠼、「ᯞをᢡる」や「࣮ࣝࢽࣅを◚

る」な࡝は、ᯞのᵝែが変化した≧ែや࣮ࣝࢽࣅが変形・◚ቯされた≧ែになった（㸻᏶

㐙した）ことを表ࢃしていると言࠼る。 

 なお、タイプմ他動詞［-u］とタイプյ他動詞［-asu］のᡤᒓ語を見てࡳると、タイプ 

մには「ษる、○く、◚る、๭る」な࡝のように「変形」と言うよࡶࡾ「◚ቯ」と言った

᪉がጇᙜࡔとᛮࢃれる語がྵまれていることから、タイプմのつᐃに「◚ቯ」をྵࡵた。 

 そして、タイプմյ㐃関࣌࢔にᒓする「とく、๤ࡄ」においては、井上編（1976）を㋃

ま࠼て、このつᐃに＜自Ⓨ的に変化しない（とヰ⪅が᝿ᐃする）性㉁を持つ対㇟に対し

て＞というไ⣙が௜ຍされると考࠼る。が、このไ⣙はタイプմ他動詞［-u］にᩜࡶ⾝で

⣣をษ」ࡤ࠼れる点で、上記のタイプյ他動詞［-asu］のሙྜと␗なる。たとࢃるとᛮࡁ

る」や「ࢵࢥプを๭る」な࡝は、⣣やࢵࢥプは自Ⓨ的にษれたࡾ๭れたࡾという変化はし

ない。この点で、このไ⣙はタイプմ他動詞にࡶヱᙜするࡶのと考࠼られる。 

 ௨上の考察をまとࡵると、タイプմ他動詞［-u］とタイプյ他動詞［-asu］の基本⩏は

௨下のようになる。 

 

 タイプմ他動詞［-u］の基本⩏ 

   自Ⓨ的に変化しない（とヰ⪅が᝿ᐃする）対㇟に、その変形・変㉁・ᵝែの変化・ 

  ◚ቯを᏶㐙するようാࡁかける。 

 

 タイプյ他動詞［-asu］の基本⩏ 

   対㇟の変形・変㉁・ᵝែの変化を᏶㐙さࡏるたࡵにಁ㐍・補助するようാࡁかけ 

  る。 

   （たࡔし、タイプմյ㐃関࣌࢔にᒓす動詞は、「対㇟」に関して＜自Ⓨ的に変化す 

    る（とヰ⪅が᝿ᐃする）性㉁を持つ対㇟に対して＞というไ⣙をకう。） 

 

 ௨上、タイプմյ㐃関࣌࢔において、ྠじ他動詞であるのに［-u］と［-asu］の二つの

語形を持つ⌮⏤について考察をした。その⤖論としては、＜対㇟࡬のാࡁかけ＞という他

動詞ඹ㏻の意味の࡯かに、タイプյ他動詞［-asu］には＜変化のಁ㐍・補助＞という≉ᚩ
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を、୍᪉のタイプմ他動詞［-u］には＜変化の᏶㐙＞という≉ᚩを明示するたࡵであると

言࠼そうである。 

 

�����㸬ࣉ࢖ࢱմ࡜յࡢ⮬ືモ㹙-eru㹛 

 タイプմとյの自動詞はいࡎれࡶ［-eru］である。 

 

  タイプմ自動詞：ษれる、○ける、ྲྀれる、࡝࡯ける、↝ける、◚れる、๭れる... 

  タイプյ自動詞：↔ࡆる、෭ࡵる、ࡎれる、出る、⁐ける、増࠼る、⇞࠼る... 

 

 タイプյ自動詞は、2.1.1 にて＜自Ⓨ的自ᕫ᏶⤖的な変化＞を基本⩏とし、その下఩≉性

として＜㹟㸬୺యの意ᚿにかかࢃらない変化＞と＜㹠㸬表㠃的な変化＞の཮᪉ࡶしくは୍

᪉を有するとタᐃした。 

 これをタイプմ自動詞の意味とẚ࡭てࡳると、タイプմ自動詞においてࡶ＜自Ⓨ的自ᕫ

᏶⤖的な変化＞およࡧ＜㹟㸬୺యの意ᚿにかかࢃらない変化＞と＜㹠㸬表㠃的な変化＞の

意味が認ࡵられるとᛮࢃれる。 

 たࡔ、タイプմ自動詞の᪉が対㇟を＜◚ቯ＞する性㉁がᙉい語が多いようである。この

＜◚ቯ性＞は、2.1.3 で述࡭たタイプմの基本形である他動詞の基本⩏＜自Ⓨ的に変化しな

い（とヰ⪅が᝿ᐃする）対㇟に、その変形・変㉁・ᵝែの変化・◚ቯを᏶㐙するようാࡁ

かける＞をཷけ⥅いでいるࡶのと考࠼られる。  

 

���㸬ࣉ࢖ࢱյ࡜ոࡢ㛵㐃ᛶ 

 タイプյとոは他動詞㐃用形がඹに［-asi］（終止形［-asu］）になる点でඹ㏻している。

୍᪉の自動詞は、タイプյは［-e］（終止形［-eru］）、タイプոは［-i］（終止形［-u］）とな

る。基本形はタイプյࡶոࡶ自動詞である。 

 ௨下に、๓出のタイプյの動詞とその古形およࡧタイプոにヱᙜする動詞を示す。 

 なお、タイプոは㐃用形活用語尾［-i／-asi］のほ点から分類したࡶのであるが、終止形

活用語尾から見ると、二つの␗なる活用語尾のタイプがྵまれている。 

 

  ［-u／-asu］タイプ：動く／動かす、஝く／஝かす、㣕ࡪ／㣕ࡤす、な࡝ 

  ［-iru／-asu］タイプ：㛢じる／㛢ࡊす、ఙࡧる／ఙࡤす、いࡁる／いかす、な࡝ 

 

 ᚋ⪅の［-iru／-asu］タイプについては、タイプչ［-iru／-osu］との関㐃において別㏵考

察したいと考࠼ているたࡵ、௨下本✏では［-iru／-asu］タイプを考察の対㇟እとする。 

 ௨上を㋃ま࠼ると、タイプյとոのᡤᒓ࣌࢔は௨下のようになる。 

 

࠙タイプյ［-e／-(y)asi］（終止形［-eru／-(y)asu］）の動詞ࠚ 
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明ける／明かす、Ⲩれる／Ⲩらす、⒵࠼る／⒵やす、⫧࠼る／⫧やす、↔ࡆる／↔が

す、さࡵる（෭・ぬ）／さます、ࡎれる／ࡎらす、⤯࠼る／⤯やす、ᆶれる／ᆶら

す、出る／出す、とける（⁐・解）／とかす、生࠼る／生やす、๤ࡆる／๤がす、化

ける／化かす、はれる（ᬕ・⭘）／はらす、ࡤれる／ࡤらす、෭࠼る／෭やす、増࠼

る／増やす、㈇ける／㈇かす、蒸れる／蒸らす、⇞࠼る／⇞やす、₃れる／₃らす 

 

࠙タイプո［-i／-asi］（終止形［-u／-asu］）の動詞ࠚ 

  動く／動かす、஝く／஝かす、↷る／↷らす、㣕ࡪ／㣕ࡤす、㬆る／㬆らす、ῶる／ 

  ῶらす、₃る／₃らす 

 

�����㸬㹙-asi��asu�㹛௚ືモ࡜↓ᑐ⮬ືモࡢ౑ᙺᙧ 

 上ᥖのタイプյとոの動詞࣌࢔は、小池（2018）でᥦ示されていたࡶのから大ᖜにᡤᒓ

する࣌࢔の修ṇがຍ࠼られている。それは小池（2018, 2019）௨㝆にᙜヱタイプの動詞に

ついて再᳨ウをຍ࠼た⤖ᯝを㋃ま࠼たからである。 

 そこで、タイプյとոの関㐃性とಶ別性の考察にධる๓に、タイプյとոの他動詞と↓

対自動詞（㠀対᱁動詞およࡧ㠀⬟᱁動詞の୍㒊がヱᙜする）の使役形に関する本✏での分

類基‽について述࡭ておࡁたいとᛮう。 

 タイプոの他動詞形は［-asu］（本⠇では౽ᐅ上終止形で表示する）であるが、いࡺࢃる

㠀対᱁動詞の使役形「㝆るЍ㝆らす、ගるЍගらす、⭉るЍ⭉らす」やいࡺࢃる㠀⬟᱁動

詞の使役形「ṌくЍṌかす、㉮るЍ㉮らす、ᛴࡄЍᛴがす」においてࡶ［-asu］が用いら

れている。しかし、タイプյとոの他動詞［-asu］と㠀対᱁動詞・㠀⬟᱁動詞の使役形 

［-asu］との間には、௨下のような㐪いがある。 

 それは＜使役＞、すな͆ࡕࢃ対㇟が有᝟≀・↓᝟≀にかかࢃらࡎ、対㇟にാࡁかけるこ

とでその変化をᘬࡁ㉳こす（CAUSE）”（影山 1996、早津 2016）という意味の有↓であ

る。㠀対᱁動詞・㠀⬟᱁動詞の使役形はᙜ↛のことながらこの意味を持っている。また、

［-asu］の㒊分を［-aseru］［*17］にしてࡶ＜使役＞の意味はಖ持されておࡾ、意味的なඹ㏻

性が認ࡵられる［*18］。 

 

 㠀対᱁動詞（↓意ᚿ自動詞）の使役形［-asu］ 

 ࠝ自↛現㇟に関する動詞ࠞ 

   㝆る／㝆らす㸻㝆らࡏる  ගる／ගらす㸻ගらࡏる  ⭉る／⭉らす㸻⭉らࡏる 

   ᾋく／ᾋかす㸻ᾋかࡏる  ᩓる／ᩓらす㸻ᩓらࡏる  ໝう／ໝࢃす㸻ໝࡏࢃる 

 ࠝ᝟意に関する動詞ࠞ 

   ႐ࡪ／႐ࡤす㸻႐ࡏࡤる  Ἵく／Ἵかす㸻Ἵかࡏる  ➗う／➗ࢃす㸻➗ࡏࢃる 

   㦫く／㦫かす㸻㦫かࡏる  ᝎむ／ᝎます㸻ᝎまࡏる  ᅔる／ᅔらす㸻ᅔらࡏる 
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 㠀⬟᱁動詞（意ᚿ自動詞）の使役形［-asu］ 

  Ṍく／Ṍかす㸻Ṍかࡏる  ㉮る／㉮らす㸻㉮らࡏる  ᛴࡄ／ᛴがす㸻ᛴがࡏる 

  ㋀る／㋀らす㸻㋀らࡏる  ῧう／ῧࢃす㸻ῧࡏࢃる 

 

 ୍᪉、タイプյの他動詞［-asu］には＜使役＞は認ࡵられるࡶのの、［-aseru］にすると

＜ྍ⬟＞の意味となࡾ、［-asu］と［-aseru］との間に意味的なඹ㏻性はなくなる。 

 

 タイプյ他動詞［-asu］ 

     るࡏる 出る／出すӆ出ࡏる／෭ますӆ෭まࡵる ෭ࡏる／↔がすӆ↔がࡆ↔  

  ෭࠼る／෭やすӆ෭やࡏる 増࠼る／増やすӆ増やࡏる ⇞࠼る／⇞やすӆ⇞やࡏる 

 

 また、タイプոの他動詞［-asu］にࡶ＜使役＞が認ࡵられるが、［-aseru］にすると＜ྍ

⬟＞と＜使役＞の཮᪉の意味が生じてしまい、㠀対᱁動詞・㠀⬟᱁動詞のሙྜのような 

［-asu］と［-aseru］とが＜使役＞のࡳでඹ㏻しているとは言࠼なくなっている（౽ᐅ上 

͆Ҹ͇で示す）。 

 

 タイプո他動詞［-asu］ 

  ஝く／஝かすҸ஝かࡏる  㣕ࡪ／㣕ࡤすҸ㣕ࡏࡤる  ↷る／↷らすҸ↷らࡏる 

  㬆る／㬆らすҸ㬆らࡏる  ῶる／ῶらすҸῶらࡏる 

 
 なお、↓対自動詞で＜ྍ⬟＞の意味を表ࢃそうとしたሙྜ、㠀対᱁動詞では「㝆らࡏら

れる、ᾋかࡏられる、႐ࡏࡤられる」といった［�DVHUDUHUX（�D 形にしなけれ［（ࣝࣞࣛࢭ

㠀⬟᱁動詞は「Ṍける、㉮れる、ᖐれる、㋀れる」といったྍ⬟形にするᚲせ、ࡎならࡤ

がある［*19］。 
 ௨上を㋃ま࠼本✏では、自動詞（㠀対᱁動詞・㠀⬟᱁動詞）の使役形をそれࡒれの動詞

に対する他動詞形とは見なさࡎ、よってそれらの動詞࣌ࡶ࢔有対自他動詞とは見なさない

（つまࡾ、↓対自動詞と見なす）という❧ሙをྲྀる。୍᪉で、有対自他動詞のタイプյお

よࡧոとして認ࡵるのは、他動詞の［-aseru］形に＜ྍ⬟＞の意味を持つࡶのとする。 

 ௨上の考察から、小池（2018）ではタイプյとしていた「ᯤれる／ᯤらす、ษれる／ษ

らす、⣮れる／⣮らす」な࡝の࣌࢔、およࡧタイプոとしていた「ᛴࡄ／ᛴがす、ᾋく／

ᾋかす、཯る／཯らす」な࡝の࣌࢔は、本✏では↓対自動詞とし、考察の対㇟からእす。 

 なお、タイプյに分類した他動詞の［�DVHUX］の中には、＜使役＞と＜ྍ⬟＞の両᪉が

ഛࢃっていると考࠼られるࡶのࡶある。たとࡤ࠼、「ࡎらす」に対する「ࡎらࡏる」や

「蒸らす」に対する「蒸らࡏる」な࡝である。たࡔ、これらの［�D らࡎ
）形［ࣝࣞࣛࢭ


、られるࡏ蒸らࡏられる）は㠀用になるので、本✏ではタイプյのままとする。 
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�����㸬ࣉ࢖ࢱյո㐃㛵࣌࢔ 

 タイプյとոには他動詞形はඹ㏻ࡔが、自動詞形が␗なる࣌࢔が認ࡵられる。これを

「タイプյո㐃関࣌࢔」と࿧ࡪことにする。タイプյとոのそれࡒれの≉ᚩを考察する๓

に、まࡎこの㐃関࣌࢔の≉ᚩから考察をጞࡵる。 

 

 ࠙タイプյո㐃関࣌ࠚ࢔ 

   タイプյ：₃れる／₃らす 

   タイプո： ₃る／₃らす 

 

 

 

 タイプյո㐃関࣌࢔の基本形はタイプո自動詞（₃る）になると考࠼られ、その派生の

ὶれはタイプո自動詞からタイプյ自動詞（₃れる）とタイプյո他動詞（₃らす）࡬と

派生していったと௬ᐃする（表㸲ཧ↷）。では、タイプո自動詞［-u］とタイプյ自動詞

［-eru］とは࡝のような㐪いがあるのࡔろうか。「₃る・₃れる」に༶して考察する。 

 「₃る」は、古形（「ࡶる」と表示する）よࡾ自動詞のࡳで用いられ、四段活用と下二

段活用があった。四段活用の᪉が古く、下二段活用の例はᖹᏳᚋᮇから見られるようにな

は「るࡶ」が₃れるሙྜに、下二段࡝はỈな「るࡶ」また㙊಴・ᐊ⏫᫬代には、四段、ࡾ

ᢳ㇟的ẚ႘的なሙྜに用いられた［*20］。また、日国では、「₃らす」の用例にᖹᏳ中ᮇ成❧

の『ఀໃ≀語』からの例がᣲࡆられている。 

 ௨上のことから、古形「ࡶる」（自動詞）から、まࡎᖹᏳ中ᮇに他動詞「ࡶらす」が生

じ、ᖹᏳᚋᮇになって͆ᾮయが₃れる͇意味と͆ᢳ㇟的・ẚ႘的な₃ὤ͇の意味の㐪いを

それࡒれ四段活用「ࡶる」と下二段活用「ࡶれる」に分化さࡏたと考࠼られる。つまࡾ、

 。られるのである࠼をඖに「₃る・₃れる／₃らす」が派生していったと考「るࡶ」

 この派生過程はᅗ㸰のように示ࡏる（かっこෆの୸ᩘᏐはタイプを示す）。 

 

⾲㸲 ࣉ࢖ࢱյո㐃㛵࣌ࡢ࢔ὴ⏕ࡢὶࢀ 

⮬ືモ ௚ືモ

㻌䚷₃れる

䚷䚷㻌₃る

䝍䜲䝥⑤

䝍䜲䝥⑧

₃らす

（㸻古形） 

ᅗ㸰 ࣉ࢖ࢱյո㐃㛵࣌ࡢ࢔ὴ⏕㐣⛬㸦௬ㄝ㸧 

他動詞 自動詞 

 （ո）ࠒ஬段ࠑる［mor-u］ࡶ

 （յ）ࠒ下୍ࠑれる［mor-eru］ࡶ

 （յո）ࠒ஬段ࠑらす［mor-asu］ࡶ

 ࠒ四段・下二ࠑる［mor-u］ࡶ
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 たࡔ、現代語では「₃る」は「Ỉが₃る」「ኳ井から㞵が₃る」な࡝のようにᾮయが₃

れ出すሙྜに用いられることがあるが、ྠᵝの意味で「Ỉが₃れる」「ኳ井から㞵が₃れ

る」ࡶ自↛な表現として使ࢃれている。この両語をẚ࡭ると、「₃る」は終止形のሙྜの

れ、㏫に終止形௨እでは下ᥖࢃに用いられるᅛᐃ化された表現のようになっているとᛮࡳ

の例 12 のように「₃れる」の᪉が使ࢃれやすいのではないかとᛮࢃれる［*21］。その୍᪉

で、例 13 のような͆ᢳ㇟的・ẚ႘的な₃ὤ͇のሙྜには「₃れる」のࡳが使ࢃれる点

は、ᖹᏳᚋᮇ௨㝆から意味・用法に変化はないと言࠼そうである。 

 

  12) a 「Ỉ㐨⟶からỈが㹹₃らない＜₃れない㹻ように補修࣮ࢸプをᕳいておࡁまし 

     たので、またỈが㹹₃ったら＜₃れたら㹻㐃⤡をして下さい。」 

    b 「㠜からఱか㹹㸽₃っている＜₃れている㹻よ。」 

    c  ኳ井から㞵が㹹₃って＜₃れて㹻、ᗋがỈᾐしになった。 

    d 「࣐࣐、おしっこが㹹₃っࡷࡕう＜₃れࡷࡕう㹻よ。」 

  13)  ⛎ᐦが㹹*₃る／₃れる㹻。 

 

 このように考࠼ると、現⾜では「₃る」ࡶ「₃れる」ྠࡶ⩏として認ࡵられるሙྜࡶあ

るが、「₃れる」の᪉が「₃る」をෆໟするようになってࡁていると言࠼る。この点で、

タイプյո㐃関࣌࢔としてྲྀࡾ出された「₃る・₃れる／₃らす」ではあるが、௒ᚋは

「₃れる／₃らす」として、タイプյのࡳにᒓす࣌࢔となっていくྍ⬟性が考࠼られる。 

 
�����㸬ࣉ࢖ࢱյ࡜ոࡢព࿡ⓗ࡞␗ྠ 

 タイプյとタイプոは、他動詞形はඹ㏻して［-asu］を有しているが、自動詞形は 

［-u］と［-eru］の二つに分かれている点で␗なっている。そこで、まࡎタイプյとոの自

動詞の㐪いについて考察し、ḟいで他動詞の㐪いについて見ていくことにする。 

 

�������㸬ࣉ࢖ࢱյ⮬ືモ㹙eru㹛ࣉ࢖ࢱ࡜ո⮬ືモ㹙u㹛 

 タイプյとոの自動詞間には、࡝のような㐪いが見られるのであろうか。 

 

  タイプյ自動詞［-eru］：明ける、↔ࡆる、さࡵる（෭・ぬ）、出る、増࠼る、⇞࠼る... 

 ₃れるࠒյո㐃関ࠑ るࡆとける、๤ࠒմյ㐃関ࠑ             

  タイプո自動詞［-u］ ：動く、஝く、↷る、㣕ࡪ、㬆る、ῶる ࠑյո㐃関₃ࠒる 

 

 タイプյ自動詞［-eru］［*22］は、2.1.1 で述࡭たように、大ᯟでは＜自Ⓨ的自ᕫ᏶⤖的な変

化＞という意味があࡾ、その下఩に＜㹟㸬୺యの意ᚿにかかࢃらない変化＞と＜㹠㸬表㠃的

な変化＞という≉性の両᪉ࡶしくは୍᪉を持つと考࠼られる［*23］。 

 タイプո自動詞［-u］ࡶ、このタイプյ自動詞とྠᵝの意味があるࡶのと見られる。す 



－ 66 －

『日本語・日本文化研究』第 30 号（2020）

なࡕࢃ、上ᥖのいࡎれの動詞にࡶ＜㹟㸬୺యの意ᚿにかかࢃらない変化＞と＜㹠㸬表㠃的

な変化＞の཮᪉ࡶしくは୍᪉が認ࡵられそうである。 

 

  14) a Ὑ℆≀が஝く。㟁※をධれるとᶵᲔが動く。ேཱྀがῶる。㞵が₃る。 

    b 㚝が㬆る。 

 

 14a は㹟と㹠の཮᪉を持つ例であ14、ࡾb は“㚝が㬆る͇こと（ᵝ子）が㹠の表㠃的な変

化とは見なࡏない点で、㹟のࡳを持つ例と言࠼る。 

 ௨上よࡾ、タイプյ自動詞［-eru］とタイプո自動詞［-u］は཮᪉とࡶ＜自Ⓨ的自ᕫ᏶⤖

的な変化＞、およࡧその下఩≉性として＜㹟㸬୺యの意ᚿにかかࢃらない変化＞と＜㹠㸬

表㠃的な変化＞がタᐃでࡁ、そしてこの両タイプにᒓする自動詞は㹟と㹠の両᪉ࡶしくは

୍᪉を有する、ということになる。 

 

�������㸬ࣉ࢖ࢱո⮬ືモࡢ≉ᚩ 

 タイプո自動詞にᒓす動詞の中には、タイプյ自動詞とྠ形の接辞である er をᤄධでࡁ

る動詞とでࡁない動詞がある。 

 

  er をᤄධでࡁる動詞 ：動く ugok-u Ѝ 動ける ugok-er-u、㣕ࡪЍ㣕࡭る 

  er をᤄධでࡁない動詞：஝く kawak-u Ѝ*஝ける kawak-er-u、㬆るЍ*㬆れる、 

             ῶるЍ*ῶれる、（日が）↷るЍ*（日が）↷れる 

 

 タイプո自動詞に er がᤄධでࡁる動詞は、er ᤄධ形の意味が＜ྍ⬟＞になる点で、「↔

のタイプյ自動詞［-eru］の＜㠀ྍ⬟＞の意味とは␗なって࡝る、⃿れる」なࡵる、෭ࡆ

いる［*24］。その୍᪉で、タイプո他動詞［-asu］の er ᤄධ形（as-er-u 形）ࡶ意味が＜ྍ

⬟＞になる点で、タイプո自動詞とඹ㏻している。 

 

   タイプո   自動詞［-u］            他動詞［-asu］ 

        「動く」ugok-u          「動かす」ugok-as-u 

        「㣕ࡪ」tob-u           「㣕ࡤす」tob-as-u  

            Ў                 Ў 

        「動ける」ugok-er-u         「動かࡏる」ugok-as-er-u 

        「㣕࡭る」tob-er-u         「㣕ࡏࡤる」tob-as-er-u 

 

 たࡔし、この「動ける・動かࡏる」と「㣕࡭る・㣕ࡏࡤる」は、ྠじ＜ྍ⬟＞と言って

 。その性㉁には㐪いがᏑᅾする［*25］、ࡶ

 

㸻＜ྍ⬟＞㸻 
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  15) a ⑓Ẽが治ࡾ、やっとయ㹹が動ける・を（が）動かࡏる㹻ようになった。 

    b ࢠプスがྲྀれ、やっとྑ⭎㹹*が動ける・を（が）動かࡏる㹻ようになった。 

    c 太郎はク࣮ࣞン㹹*が動ける・を動かࡏる㹻。 

  16) a ス࣮࣐࣮ࣃン、࣐ࢺࢵࣂン、スࣃイ࣐࣮ࢲンの中では、ス࣮࣐࣮ࣃン（ࡔけ） 

      が㹹㣕࡭る・*㣕ࡏࡤる㹻。 

    b 太郎は上ᡭに࣮ࣟࢻン㹹*が㣕࡭る・を（が）㣕ࡏࡤる㹻。 

 

 「動ける、㣕࡭る」は＜動作୺が自ᕫの㌟యの඲యにかかࢃることをࢥン࣮ࣝࣟࢺする

⬟ຊを有す＞という意味（15a, 16a）なのに対し、「動かࡏる、㣕ࡏࡤる」は＜動作୺が他

⪅（15c, 16b）およࡧ自ᕫの㌟యの඲య（15a）ࡶしくは୍㒊分（15b）をࢥン࣮ࣝࣟࢺする

⬟ຊを有す＞という意味になると言࠼る。 

 ୍᪉、er のᤄධがチᐜされないタイプո自動詞は、対ᛂする他動詞［-asu］に er をᤄධ

した［-as-er-u］にすると＜ྍ⬟＞およࡧ＜使役＞の意味になる。 

 

  タイプո   自動詞［-u］             他動詞［-asu］ 

        「஝く」kawak-u          「஝かす」kawak-as-u 

        「ῶる」her-u            「ῶらす」her-as-u  

           Ў                 Ў 

       *「஝ける」kawak-er-u         「஝かࡏる」kawak-as-er-u 

       *「ῶれる」her-er-u          「ῶらࡏる」her-as-er-u 

 

 このようにタイプո自動詞は er のᤄධのྍྰという点で␗なった性㉁を持つ動詞がྵま

れていることになるのࡔが、この点については✏をᨵࡵて考察することとし、本✏では現

㇟のᣦ᦬にとࡵ࡝ておく。 

 

�������㸬ࣉ࢖ࢱյࡧࡼ࠾ոࡢ௚ືモ㹙-asu㹛 

 タイプյとոの他動詞はいࡎれࡶ［-asu］である。 

 

  タイプյ他動詞：とかす、はがす・↔がす、ࡎらす、出す、⁐かす、㏨がす、෭や 

          す、蒸らす ࠑյո㐃関₃ࠒらす 

  タイプո他動詞：動かす、஝かす、↷らす、㣕ࡤす、㬆らす、ῶらす 

 ₃らすࠒյո㐃関ࠑ         

 

 タイプյ他動詞は、2.1.3.において＜対㇟の変形・変㉁・ᵝែの変化を᏶㐙さࡏるたࡵに

ಁ㐍・補助するാࡁかけ＞の意味を持つとつᐃした。タイプո他動詞を見ると、いࡎれࡶ

この意味を有しているように見られることから、タイプյとոの他動詞間に㏻ᗏする意味 

                

      

        
ӆ     㸻 

      

        
    
＜ྍ⬟＞ 
＜使役＞ 
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には大ࡁな┦㐪は認ࡵられないとᛮࢃれる。 

 

���㸬ࣉ࢖ࢱյࡢࡘ୕ࡢୗ఩㢮 

 表㸰において本✏で対㇟とする動詞タイプの୍ぴ表をᥖࡆたが、ここまでの考察よࡾタ

イプյには専ᒓの動詞࣌࢔（タイプյ専ᒓ࣌࢔）の他に、タイプմとの関㐃が認ࡵられる

タイプմյ㐃関࣌࢔、およࡧタイプոとの関㐃が認ࡵられるタイプյո㐃関࣌࢔があるこ

とがࢃかった。 

 タイプյ専ᒓ࣌࢔には、タイプմյ㐃関࣌࢔の「とける／とく・とかす」「はࡆる／は

௨࢔の「₃る・₃れる／₃らす」の１࣌࢔またタイプյո㐃関࣌、࢔はがす」の㸰࣌・ࡄ

እの࣌࢔がྵまれる。 

 

タイプյ専ᒓ࣌࢔ 

࠙タイプյ［-e／-(y)asi］（終止形［-eru／-(y)asu］）の動詞ࠚ 

明ける／明かす＜あく＞、Ⲩれる／Ⲩらす＜ある＞、⒵࠼る／⒵やす＜い࠼⫧、＜ࡺ

る／⫧やす＜こࡆ↔、＜ࡺる／↔がす＜こࡄ＞、さࡵる（෭・ぬ）／さます＜さ

む＞、ࡎれる／ࡎらす＜ࡎる＞、⤯࠼る／⤯やす＜たࡺ＞、ᆶれる／ᆶらす＜た

る＞、出る／出す＜（い）࡙＞、生࠼る／生やす＜はࡺ＞、化ける／化かす＜ࡤ

く＞、はれる（ᬕ・⭘）／はらす＜はる＞、ࡤれる／ࡤらす＜ࡤる＞、෭࠼る／෭や

す＜ひࡺ＞、増࠼る／増やす＜ࡺࡩ＞、㈇ける／㈇かす＜まく＞、蒸れる／蒸らす＜

㸫＞、⇞࠼る／⇞やす＜ࡺࡶ＞ 

 

 タイプյ専ᒓ࣌࢔には、たとࡤ࠼「明ける／明かす」には「あく」、「Ⲩれる／Ⲩらす」

には「ある」のように、現⾜形とは␗なる古形がᏑᅾした（上記ࣜスࢺの＜ ＞ෆ）。こ

れらの古形は、現ᅾでは使ࢃれないࡶのの、⫼ᬒ化されてྛ動詞に影㡪を୚࠼ていると考

のが多いことࡶると、下二段活用の自動詞のࡳて࡭られる。そこで、これらの古形をㄪ࠼

がࢃかった（上記ࣜスࢺ＜ ＞で下⥺の語［*26］）。つまࡾ、下二段活用終止形［-u］の自動

詞がᚋに下୍段化して［-eru］になったという過程が᝿ᐃでࡁるのである［*27］。 

 タイプմյ㐃関࣌࢔は［-u］は他動詞であࡾ、［-eru］は自動詞であった（とける／と

く、はࡆる／はࡄ）。୍᪉、タイプյո㐃関࣌࢔は［-u］ࡶ［-eru］ࡶ自動詞であった（₃

る・₃れる（／₃らす））。とすると、タイプյ専ᒓ࣌࢔はタイプյո㐃関࣌࢔と㏆い関係

性、すなࡕࢃ自動詞［-u］から自動詞［-eru］を派生した語が多いと考࠼られるのである。

これは、2.2.2 においてタイプյո㐃関࣌࢔「₃る・₃れる／₃らす」の「₃る」が「₃れ

る」にẚ࡭て使用ᇦが⊃い点をᣦ᦬したが、このことはᘬいては「₃る」の㏥⾜、すなࢃ

。る࠼言ࡶつながっているとࡶの☜❧に（㸻タイプյ）࢔の࣌ࡳの「₃れる／₃らす」ࡕ

これは、まさしくタイプյ専ᒓ࣌࢔の成❧過程と㌶を୍にするࡶのとᛮࢃれる。 

 ௨上を㋃ま࠼、タイプյにྵまれる三✀の下఩類の≉ᚩは௨下のようにまとࡵられる。 

 (a) タイプմյ㐃関࣌࢔ 

   タイプմの他動詞形（古形とྠ形）を基本形として、タイプյの自動詞と他動詞を 

  派生さࡏたࡶの。タイプմ自動詞とタイプյ自動詞はྠ形である。 

 

 (b) タイプյ専ᒓ࣌࢔ 

   古形（多くは自動詞）を基本形として、現⾜の自動詞と他動詞を派生さࡏたࡶの。 

 

 (c) タイプյո㐃関࣌࢔ 

   タイプոの自動詞形（古形とྠ形）を基本形として、タイプյの自動詞と他動詞を 

  派生さࡏたࡶの。タイプո他動詞とタイプյ他動詞はྠ形である。 

 

 表㸳では、ᐇ⥺太ᯟでᅖった(a)はタイプմյ㐃関࣌࢔を、◚⥺太ᯟでᅖった(c)はタイプ

յո㐃関࣌࢔を、そしてそれらの間にᣳまれた(b)はタイプյ専ᒓ࣌࢔を示している。ま

た、Ⰽの௜いた࣐スはそこが基本形であることを示している。 

 なお、2.1.1 や 2.2.3.1 においてタイプյの基本形を自動詞とつᐃしたが、表㸳よࡾ、古

形のᏑᅾが⫼ᬒ化されているሙྜ（タイプյb）と古形が他のタイプの他動詞形ࡶしくは

自動詞形としてṧっているሙྜ（タイプյa,c）があることࢃࡶかった。たࡔし、これらの

古形は自動詞としての用法を持っていたこと、およࡧ現⾜において「⁐け࣐ス／⁐かし࣐

ス」のように自動詞形の᪉が▷いことな࡝から、現⾜形におけるタイプյの基本形は自動

詞と見なすことにしたい［*28］。 

 

㸱㸬࡟ࡾࢃ࠾ 

 本✏では、有対自他動詞のうࡕ活用形に㐃⥆性が認ࡵられるタイプմ・յ・ո、すなࢃ 

⾲㸳 ࣉ࢖ࢱյࣉ࢖ࢱ࡜մ࣭ոࡢ࡜㛵㐃 

ྂᙧ

䚷取れる、焼ける、破れる 䚷取る、焼く、破る 䚷とる、やく、やぶる

䚷とく、はぐ

䚷とかす、はがす

䚷䚷䚷焦げる、出る、冷える 㻌焦がす、出す、冷やす 䚷こぐ、䠄䛔䠅䛵、ひ䜖

䚷䚷䚷₃れる

䚷䚷䚷₃る

䚷乾く、飛ぶ、減る 䚷乾かす、飛ばす、減らす 䚷かわく、とぶ、䜈る

⮬ືモ ௚ືモ

④

-e
(-eru)

-i
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䚷䚷䚷とける、はげる 䚷とく、はぐ
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⑧
-i
(-u)

(a)

(c)

(b)
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 (a) タイプմյ㐃関࣌࢔ 

   タイプմの他動詞形（古形とྠ形）を基本形として、タイプյの自動詞と他動詞を 

  派生さࡏたࡶの。タイプմ自動詞とタイプյ自動詞はྠ形である。 

 

 (b) タイプյ専ᒓ࣌࢔ 

   古形（多くは自動詞）を基本形として、現⾜の自動詞と他動詞を派生さࡏたࡶの。 

 

 (c) タイプյո㐃関࣌࢔ 

   タイプոの自動詞形（古形とྠ形）を基本形として、タイプյの自動詞と他動詞を 

  派生さࡏたࡶの。タイプո他動詞とタイプյ他動詞はྠ形である。 

 

 表㸳では、ᐇ⥺太ᯟでᅖった(a)はタイプմյ㐃関࣌࢔を、◚⥺太ᯟでᅖった(c)はタイプ

յո㐃関࣌࢔を、そしてそれらの間にᣳまれた(b)はタイプյ専ᒓ࣌࢔を示している。ま

た、Ⰽの௜いた࣐スはそこが基本形であることを示している。 

 なお、2.1.1 や 2.2.3.1 においてタイプյの基本形を自動詞とつᐃしたが、表㸳よࡾ、古

形のᏑᅾが⫼ᬒ化されているሙྜ（タイプյb）と古形が他のタイプの他動詞形ࡶしくは

自動詞形としてṧっているሙྜ（タイプյa,c）があることࢃࡶかった。たࡔし、これらの

古形は自動詞としての用法を持っていたこと、およࡧ現⾜において「⁐け࣐ス／⁐かし࣐

ス」のように自動詞形の᪉が▷いことな࡝から、現⾜形におけるタイプյの基本形は自動

詞と見なすことにしたい［*28］。 

 

㸱㸬࡟ࡾࢃ࠾ 

 本✏では、有対自他動詞のうࡕ活用形に㐃⥆性が認ࡵられるタイプմ・յ・ո、すなࢃ 

⾲㸳 ࣉ࢖ࢱյࣉ࢖ࢱ࡜մ࣭ոࡢ࡜㛵㐃 

ྂᙧ

䚷取れる、焼ける、破れる 䚷取る、焼く、破る 䚷とる、やく、やぶる

䚷とく、はぐ

䚷とかす、はがす

䚷䚷䚷焦げる、出る、冷える 㻌焦がす、出す、冷やす 䚷こぐ、䠄䛔䠅䛵、ひ䜖

䚷䚷䚷₃れる

䚷䚷䚷₃る

䚷乾く、飛ぶ、減る 䚷乾かす、飛ばす、減らす 䚷かわく、とぶ、䜈る
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他動詞㐃用形がࡧ自動詞㐃用形が［-e］（終止形［-eru］）でඹ㏻するタイプմとյ、およࡕ

［-asi］（終止形［-asu］）でඹ㏻するタイプյとոを中心に、それࡒれの␗ྠについて考察

した。 

 本文中でࡶ考察しࡁれなかった点や別㡯にㆡらࡊるをᚓない点について言及はしたが、

その他に࡝、ࡶうしてタイプյ専ᒓ࣌࢔の古形はṧらࡎに、自動詞［-eru］や他動詞 

［-asu］にྲྀって代ࢃられたのかな࡝についてࡶ考察を㐍ࡵるᚲせがあるࡔろう。 

 

ὀ 

 *1 本✏では、͆ ／͇のᕥ㡯に自動詞、ྑ㡯に他動詞を表示する。 
 *2 Ἴ⥺の語はタイプմյ㐃関࣌2.1.2）࢔ ཧ↷）を、タイプյの二㔜⥺の語はタイプյո 

  㐃関࣌2.2.2）࢔ ཧ↷）を表ࢃす。 

 *3 ここにᣲࡆたタイプյの動詞࣌࢔は、小池（2018）でᥦ示した࣌࢔と␗ྠがある。そ 

  の点については 2.2.1 で述࡭る。 

 *4 有対自他動詞には基本形と派生形があࡾ、基本形に辞的成分が௜ຍされることによっ 

  て派生形が形成されると考࠼る。⤖ᯝ、派生形にẚ࡭基本形は語形が▷い点に࣏イン 

 意味しているࡶがある。また、このことは基本形の᪉が古い語形であるということࢺ  

  （鈴木 1972、島田 1979、小池 2018㺃2019 ཧ↷）。 

 *5 「኎る、知る、つる（ྞ・㔮）」な࡝にࡶ＜እ的影㡪による（表㠃的な）変形性＞を 

  認ࡵることについては、小池（2018）をཧ↷のこと。 

 *6 タイプյの「出る」は、「ⱆが出る」な࡝の自動詞用法のሙྜであࡾ、他動詞「出 

  す」と࣌࢔になるሙྜに㝈る。よって、「ᐙを出る」のような他動詞用法の「出る」 

  は対㇟እとする。 

 *7 影山（1996：181）には、「๤ࡆる／๤ࡄ」に関して下記の記述が見られる。 
 「はࡆる」は-eru という形ែが௜いているにࡶᣊࢃらࡎ、現代日本語では、他動

詞から派生されたのではなく、ࡶとࡶと自↛Ⓨ生を意味する㠀対᱁動詞として認ᐃ

されなけれࡤならない。形ែ的、Ṕ史的には「はࡆる」の他動詞は「はࡄ」ࡔろう

が、「*࣌ン࢟をはࡄ」とは言ࡎ࠼、㏫に「木の⓶をはࡄ」に対ᛂする意味で「*木
の⓶がはࡆる」と言࠼ないことからࡶ、現代語では「はࡄ」と「はࡆる」は別ࠎの

動詞と考ࡤࡡ࠼ならない。 
  しかし、「㹹ሬ⿦、Ⱚ、生∎㹻が๤ࡆる／を๤ࡄ㹻な࡝のように自他で対ᛂしているሙ 

 を有対自他動詞と見なさないことは「るࡆ๤」と「ࡄ๤」あることから、影山のࡶྜ  

  㤳⫯しがたい。 

 *8 タイプյ他動詞「Ḟく」は㠀意ᅗ的な⾜Ⅽで用いられるሙྜࡶある㸹（太郎が）Ⲕ☇ 

  の➃をḞく。 

 *9 『ᗈ辞ⱌ ➨භ版』、『明㙾国語辞典 ➨二版』の「かかす（Ḟかす）」の語ὀよࡾ。 
*10 タイプյ他動詞「๤がす」は、タイプն［-reru／-su］において「๤がれる／๤がす」 

  の࣌࢔を成す。その点でմյն㐃関࣌࢔と言࠼る。 
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*11 影山（1996：195）では as とඹに os  タᐃされているが、本✏には┤接関係しないたࡶ

ࡵ   os については省␎する。 

*12 ᣓᘼෆは、影山（1996：195）でᣲࡆられた例に本研究でヱᙜするタイプを補記した 

のである。影山（1996）でのࡶ   e は本研究における［-eru］（タイプճ他動詞）にヱᙜ 

  する。 

*13 影山（1996：195）では「ᯤれる／ᯤらす」を有対自他動詞の࣌࢔と考࠼ているよう 

  であるが、本✏ではこの見᪉を᥇らない。本✏における他動詞［-asu］形と使役 

  ［-asu］形の㐪いについては 2.2.1 で述࡭る。 

*14 影山（1996：196）では「ಶయ」とよࡧ、「意ᅗ的な動作୺」をᣦすとある。また、 

  「ಶయ（ே間）」という表示ࡶ見られる（p.198）。 

*15 「㬆らす」ࡶ、「㚝を㬆らす」のように、͆ 㚝を྇いて㡢を生じさࡏる⾜Ⅽ͇が「᏶ 

  㐙」したことを表ࢃしていると言࠼る。 

*16 タイプձ他動詞ࡶ他動詞終止形に［-u］を持つ―かࡪす、่す、⧅ࡄ、はさむな࡝― 

  が、これは＜እ的影㡪による対㇟のᵝែの変化＞を表ࢃすが、対㇟自యの変形や変㉁ 

  を㐙⾜するࢃけではない点で、タイプմ他動詞［-u］と␗なる。 

*17 早津（2016：4）の「使役動詞」にヱᙜする。 

*18 寺村（1982：317）ࡶཧ↷。なお、吉田（1971：101）には、明治ᮇ௨㝆の小ㄝの用例 

  を㋃ま࠼、＜使役＞の「す」は関西的であࡾ、「ࡏる」はᮾி的であるとのᣦ᦬が見 

  られる。 

*19 言うまでࡶなく、「㹼ることがでࡁる」を用いてྍࡶ⬟表現になる。 

*20 『日本語文法大辞典』（௨下「文法辞典」と表示する）「ࡶれる・ࡶらす」の㡯、小島 

  ⪽子Ặᇳ➹：801-802 

*21 ͆＜͇はᕥ㡯よࡾはྑ㡯の᪉が使ࢃれやすいのではないかという➹⪅のෆ省を示す。 

  これはᕥ㡯がᚲࡎしࡶ୙自↛であるということを意味しない。୙自↛とุᐃしたሙྜ 

  は͆㸽͇を௜した。なお、例 �� は➹⪅のෆ省に基࡙くุᐃであࡾ、ேによっては使 
  用᪉言の影㡪な࡝によุࡾᐃが変ࢃるሙྜがあることࡶ༑分に考࠼られる。 
*22 接辞 er の性㉁およࡧ終止形［-u］に接辞 er が௜ຍする過程については、小池（2019） 

  をཧ↷。また、影山（1996）の 4.2  。ཧ↷のことࡶ

*23 影山（1996：184）は、自動詞化接辞-e-で派生される自動詞（本✏でのタイプմとタ 

  イプյの自動詞［-eru］にヱᙜする）はⱥ語の⬟᱁動詞とࡰ࡯対ᛂしているという。 

  また、このタイプの自動詞は「཯使役化 anti-causativization」の作用によࡾ他動詞よࡾ 

  変᥮されるとする。 

*24 タイプյո㐃関࣌࢔の「₃れる」は「₃る」に HU が௜ຍしているが、その意味は＜ྍ 

  ⬟＞ではない点で、タイプո自動詞の HU ᤄධ形とは性㉁が␗なっていると言࠼る。 
*25 「㣕ࡏࡤる」には＜使役＞ࡶ認ࡵられる。 

*26 日国や文法辞典によると、タイプյ専ᒓ࣌࢔のうࡕ「あく（明く）」や「たる（ᆶ 
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  る）」は自他両用であった。また、「蒸れる／蒸らす」については、日国には古形の表 

  示がなく、文法辞典では古形として「むる」を表示しているが、それに関する例や言 

  及はない。文法辞典には、「蒸れる／蒸らす」は現代になってから多く用いられるよ 

  うになった旨の記述が見られる（p.775）。 

*27 四段活用と下二段活用の派生関係については、青木（2010：1-66）に詳細な考察があ 

  る。 

*28 この点、小池（2019）で分析したタイプ②と似た構造を持つことに留意されたい。 
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